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緩和型熱量計
((rreellaaxxaattiioonn ccaalloorriimmeetteerr))

固体の熱容量を測定する一つの手法として緩和法があり，

そのための熱量計である．通常，小型の温度計とヒーター

を設置した試料台と，一定温度に保持した熱浴とから構成さ

れ，両者は熱伝導率の小さな金属線で熱的に弱く結合されて

いる。試料は，試料台にグリースやワニスで固定される。

緩和法では，ヒーターによるパルス加熱に対する試料台の温

度の時間変化（緩和）から熱容量を算出する。試料と試料

台の熱接触が良い場合は単純な熱流バランスの式から試料の

熱容量が得られるが，両者の間に熱抵抗がある場合はより複

雑な解析モデルが必要となる。緩和法の利点は，1 mg程度

の微少試料でも比較的確度の高い熱容量値が得られる点にあ

り，特に低温では信頼性の高いデータが得られる。また，

磁場下での測定など極端条件下での熱容量測定も可能である。

一方，潜熱を伴う一次相転移の場合は，その近傍で正確な

測定が行えないという難点もある。この問題は，緩和型熱

量計に走査法を適用することで解決できる場合がある。近年

は緩和型熱量計を組み込んだ市販の測定システムがかなり普

及しており，専門外のユーザーによっても多用されている。

（阪大院理　鈴木 晴，稲葉 章）

TTSS--FFTTIIRR

試料温度を変化させ（Temperature Scanning）ながら

Fourier変換赤外分光分析（Fourier Transform Infrared

spectroscopy）により試料の赤外線吸収（IR）スペクトル

を測定する分析操作である。温度変化に伴う試料の化学的変

化や相変化，さらには，試料内に含まれる分子の束縛およ

び相互作用の強さや形成特性を評価することができる。

（岡山大工　今村維克）

「脆い」マトリクス
((ccoollllaappssiibbllee mmaattrriixx))

固体組織は，分子あるいはその構成単位からなるセグメ

ントと，そのセグメント間をつなぐ結合からなるマトリクス

と見なすことができる。このマトリクスにおいてセグメント

間の結合が切れやすいほど，また，結合の数が少ないほど，

マトリクスの物理的強度が低下し，「脆い」マトリクスにな

るものと考えられる。 （岡山大工　今村維克）

反応断面積
((ccrroossss sseeccttiioonn))

重水素やトリチウムを反応物質とする核融合反応は、核

反応の1種であり，高温でプラズマ状態にある原子核が融合

する反応である。この様な核反応の起こりやすさを量的に表

現するために反応断面積が使用される。即ち，核反応が進

行するためには2つの原子核が衝突する事が最低限必要であ

り，加えて反応が起こるためのエネルギーも必要となる。

即ち，反応断面積は原子核同士が衝突して反応する確率の比

例定数に相当する。したがって，反応断面積は原子核の種

類や衝突エネルギーの関数となる。断面積の大きさはbarn

（10－24 cm2）という単位で表す。

（富山大水素同位体科学研究センター　松山政夫）

β線誘起X線計測法

(ββ--rraayy--iinndduucceedd XX--rraayy SSppeeccttrroommeettrryy:: BBIIXXSS)

本計測法は筆者らによって開発されたトリチウムの新規計

測法である。トリチウムから放射されるβ－線は，そのエネ

ルギーが極めて低いことより，僅かな厚みの物質によって遮

蔽されてしまうため測定には困難さを伴う。しかしながら

β－線が物質中を通過した場合，β－線の運動エネルギーの一

部が制動X線や特性X線に転換される。この様なX線はβ－

線よりも透過能が大きいためβ－線に比べて測定が容易とな

る。この様な考え方に基づき，トリチウム測定に対して

X線をプローブとした新しい測定法を検討し，その有効性が

確認され，β線誘起X線計測法（β-ray-induced X-ray

Spectrometry: BIXS）と名づけられた。この測定法は気体

状，液体状（主としてトリチウム水）及び固体状（金属材

料等に吸収・溶解した状態）の何れのトリチウム試料にも適

用可能である。特に，金属などの固体材料中に溶解したト

リチウムの分布状態を非破壊に評価可能であり，他のトリチ

ウム測定法とは異なる優れた特徴を有している。

（富山大水素同位体科学研究センター　松山政夫）
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フロギストン

スフィンゴミエリン
((sspphhiinnggoommyyeelliinn))

骨格部位がスフィンゴシンから成るスフィンゴ脂質は，

親水頭部が異なるスフィンゴリン脂質とスフィンゴ糖脂質に

大別される。大部分のスフィンゴリン脂質はリン酸基にコリ

ン基が連結したフォスフォリルコリン基から成り，神経の生

体膜であるミエリン鞘に多量に存在することから，一般にス

フィンゴミエリンと呼ばれる。

（広島加計学園　児玉美智子）

ゲル－液晶相転移
((ggeell--ttoo--lliiqquuiidd ccrryyssttaalllliinnee pphhaassee ttrraannssiittiioonn))

二本の炭化水素鎖を持つ極性脂質は，昇温過程において

それら鎖の融解に基づくゲル相から液晶相への相転移を引き

起こす。ゲル相の鎖はトランス－zigzag配座を選択してい

るが，鎖のC-C結合が±120°回転することで回転異性体で
あるゴーシュ配座を導入し，液晶相に変わる。この相転移

においては鎖間隔が広がるので，鎖間に働くvan der Waals

相互作用エネルギーが実測値である相転移エンタルピーの

65 %を占める。 （広島加計学園　児玉美智子）

熱測定討論会 講演要旨集 頒布のお知らせ

第45回熱測定討論会講演要旨集　価格 3,150円（税込，送料別）

会期：2009年9月28日～30日， 会場：首都大学東京

内容：シンポジウム“ナノ材料・ナノ計測”，“環境調和材料・エネルギー”，

ミニシンポジウム“企業における熱測定”
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折り返し，現品と請求書をお送りいたします。見積書などご必要な方はお申込の際に記載願います。
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TEL. 03-5821-7120，FAX. 03-5821-7439，E-mail: netsu@mbd.nifty.com




